
き.のように大別される。

l 旅客上家 停車湯における旅客の来降に必裂な改tI詳し

通路， 待合， 乗降場における采降111および付 .:wの手小荷物のー

2 イタリ 7 ， ミラノ 中央駅ホーム上家

l時位またはこれらの巡搬111mの建物であって，上家榊造のもの

を総称し， それぞれ改集札上家，通路上家， 待合上家， 采降場l

上家， 手小荷物一時世上家等と呼ばれる。

2 ~:fi~促跨線(こせん)上家 巡絡船乗降周の通路で ， I11架跨

総式の設備を有する上家情造の建物。

3 m船上家 述絡船乗降場で高架式の設備を有する上家総

造の建物。 3 上家の諸型式

4 述絡上家鉄道と連絡船と

の迎絡用の高架式でない旅客通路

上家， お よびその中継用の手小荷

物 (郵便物を含む) 上家。

5 貨物上家 受託 した貨物

(発送， 到清， 小口扱，寧扱， 中継，

ーl時1世および監査当Eを含む)の収

容およびこれらの巡搬事用の建物

であ っ て， 上家精進のもの。

二ヰ♀
ヱ立三亡

主主 <
6 用品上家 図鉄事業用貯紋品(話器械， 鋼材，木材， 修繕

品等を含む) を収容する建物であ っ て ， 上家m造のもの。

7 採炭上家 炭鉱において採炭， 選炭ぜzの作業を行いまた

は製品等を収容する建物であって，上家情迭のもの。

8 その他上家 以上のほか検事上家のように車両整備その

他の作業を行う ための上家。(藤島 支)

うわやがいかもつ 上家外貨物 事扱貨物の中でホ ー ム扱が

つごうがよ いが，貨物上家を必主主としない貨物のこと てう 具体

的にはつぎの貨物をいう。ただし後械荷役による貨物は地平扱

貨物として除かれる。

1 ~辺材，薪，石お よび石材，鉄， 銅， れんが，瓦，牛， 馬，

豚。

2 自主込をする場合の甜菜，竹，原木，fJl柱。(近藤正PJ.)

うわやないかもつ 上家内貨物 ホ ー ム扱がつごうがよく ，

かつ上家を必要とする貨物のこ と で，小口貨物の全部および111

扱貨物の中で上家外貨物および地平扱貨物を除いた貨物ならび

にその他貨物のことをいう。ここにいうその他貨物とは鉄道統

計年報で主要貨物として指定された以外の貨物のことである。

(近隣正弘)

うんげいせん w芸線 広島市と 島根県出雲市， 松江市等を結

ぶ陰陽述絡の国鉄自動車路線であって， 所管する自動車営業所

は出雲市に同支所は島根県飯石郡赤名町にあ る。

う んげいせん

童V関

~ 書 .l 

1 1豆|閣およびキ ロ 位

~ぷ本線止.\~ dï ・ 広 ~4 171km 

3長谷 ・ 出雲中野 7 

平沼 ・ 上阿列 IIIJ 21 

松江線三刀屋 ・ 松江 35 

m.熊開店 ・ 木次町 2 

須佐線 WI砂 ・ 出雲須必以 lìíï 16 

制限口 ・ 車JJ原 2 

波多級感谷 ・ 反辺 19 

西須佐 ・ 藤谷 6 

志学級志々別 ・ 粕lJ}~ 28 

大図線赤名 ・ 石見大関 42 

LI谷見IJ府 ・ 笹谷 6 

志学北線石見川合 ・ 志学下IlIJ 12 

2 沿 2事

~主主本線 U~ Q.1市 ・ 術後十 日ïIï 1113 9 ・ 8 ・ 15 開業

平岩 ・ 吉国 IIIJ 11 ('， 25 ・ 8 ・ 1 5

吉凶 IUJ ・ 上阿打開T 11日 30 ・ 11 ・ 25

制ii後十日市 ・ j広 );b令 1113 27 ・ 5 ・ 1

3長谷 ・ 出雲中里子 1113 28 ・ 2 ・ 1

松江総 三刀屋 ・ 皐熊橋 II゚ 9 ・ 8 ・ 1 5

単熊矯 ・ 木次

木次 ・ 木次町 1113 1 0 ・ 12 ・ 25

ill Îl~僑 ・ 松江 IIH 27 ・ 3 ・ 1 6

須佐線町i砂 ・ 出雲須佐駅前 1113 27 ・ 3 ・ 16

制限口 ・ 朝原 IIH 3 1 ・ 4 ・ 8

波多線恩谷 ・ 反辺 IIH 28 ・ 5 ・ 5

凶須佐 . ~長谷 11日 3 1 ・ 4 ・ 8

志学級志々別 ・ 出雲角井 1113 28 ・ 11 ・ 24

糊| ・ 志学温泉 11百 29 ・ 10 ・ 21

t:uru角井 ・ 志学下IIIJ IIH 29 ・ 12 ・ 5

大回線赤名 ・ 石見大出 IIH 10 ・ 9 ・ 28

zt谷別府 ・ 極谷 日目 32 ・ 2 ・ 15

志学北線石見川合 ・ 志賀温泉 1113 32 ・ 6 ・ 20

志学温泉 ・ 志学下11汀 l沼 29 ・ 6 ・ 20

3 営業範囲 出雲市 ・ 備後十日市間， 三万屋・木次町間お

よび赤名 ・ 石見大旺l間は旅客 ・ 手小術物 ・ 貨物の取扱をし， そ

の他の区間においては旅客にかぎり取扱っている 。 なお間体1t

切は社}線から発着する旅客にかまり 取扱っている。

4 使命

陰陽述絡の使命を有するほか，沿線生tl!1Jの産業文化の発股D}.i

長の使命を有す る。

5 特長

本路線は本線， 支線を合わせると突に 367km におよぶ長大
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